
小坂町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています

10月11日は、「安全安心まちづくりの日」です。全国地域安全運動実施（10月11日～ 20日）
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● もくじ ●

～第50回小坂町老人クラブ大会開催～
　９月28日、セパーム・アリーナを会場に「第50回小坂町老人クラブ大会（会長　田畑廸彦）」が
盛大に開催されました。
　式典では、長年の功績が認められ、小坂町長表彰を３名・２団体、小坂老連会長表彰を21名・
３団体がそれぞれ受賞されました。
　式典終了後の懇親会では、お互いの近況を報告し合いながら、自慢のカラオケや踊りを披露
していました。

「健康長寿」を目指し半世紀



�

▼
平
成
28
年
度
普
通
交
付
税
交
付
額

の
決
定
に
つ
い
て

　

秋
田
県
に
お
け
る
市
町
村
分
の
対
前

年
度
当
初
算
定
比
は
、
普
通
交
付
税
交

付
決
定
額
で
２
・
５
％
の
減
、臨
時
財

政
対
策
債
発
行
可
能
額
で
19
・
２
％
の

減
で
、
合
わ
せ
た
交
付
税
は
４
・
２
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
坂
町
は
、
普
通
交
付
税
交
付
決

定
額
は
14
億
９
，４
０
７
万
２
千
円

で
、
前
年
度
当
初
算
定
額
17
億
５
，

５
９
６
万
２
千
円
と
比
較
し
、
２
億
６
，

１
８
９
万
円
、
14
・
９
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能

額
は
９
，９
１
９
万
５
千
円
で
、
対
前
年

度
比
４
，７
６
６
万
５
千
円
、
32
・
５
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
を
合

わ
せ
た
交
付
税
で
は
、
対
前
年
度
比

３
億
９
５
５
万
５
千
円
、
16
・
３
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
普
通
交
付
税

は
調
整
復
活
措
置
が
な
さ
れ
、
小
坂

町
の
最
終
交
付
決
定
額
は
17
億
５
，

８
６
４
万
６
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
と
比
較
す
る
と
普
通
交
付
税
交
付
額

は
２
億
６
，４
５
７
万
４
千
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
場
合
、基
準
財
政
需
額
の
「
基

礎
数
値
」
と
な
る
国
勢
調
査
人
口
が
大

幅
な
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
数
値
急
減

補
正
措
置
が
適
用
さ
れ
た
ほ
か
、「
重
点

課
題
対
応
分
」
の
創
設
等
に
よ
り
、
そ

の
総
額
は
１
，７
４
８
万
３
千
円
の
減

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
基
準
財

政
収
入
額
は
、
法
人
税
割
額
が
前
年

度
の
調
停
実
績
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
基
準
税
額
は
、
過
年
度
精

算
分
を
含
め
２
億
３
，４
１
１
万
６
千

円
の
増
と
な
り
、
総
額
で
２
億
３
，

３
９
８
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
普

通
交
付
税
交
付
額
の
大
幅
な
減
に
つ
い

て
は
、
こ
の
法
人
税
割
の
算
定
額
の
増

が
主
な
要
因
で
す
。

　

平
成
28
年
度
予
算
に
お
い
て
普
通
交

付
税
額
は
14
億
円
、
臨
時
財
政
対
策
債

は
１
億
１
千
万
円
を
計
上
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
留
保
財
源

は
８
，３
２
６
万
７
千
円
で
、
補
正
予

算
の
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
留
保
財
源
は
、
今
回
の
補
正
予

算
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

▼
菜
種
の
収
穫
と
菜
の
花
の
作
付
け

の
見
通
し
に
つ
い
て

　

今
年
の
転
作
田
に
お
け
る
刈
り
取
り

面
積
は
約
２
・
２
ha
で
、
昨
年
比
、
約

81
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
連
作
障
害
対
策
等
の
対
応

に
よ
る
ソ
バ
等
へ
の
作
付
け
転
換
や
、

国
の
経
営
所
得
安
定
対
策
に
対
応
し
た

飼
料
用
米
へ
の
作
付
け
転
換
な
ど
に
よ

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
畑
地
に
お
け
る
刈
り
取
り

面
積
は
６
・
９
ha
で
、
昨
年
に
比
べ
約

３
・
８
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
転
作
田
で
の
作
付
け
の
減

少
に
対
応
し
た
菜
種
油
の
原
材
料
を
確

保
す
る
た
め
、
株
式
会
社
エ
コ
サ
カ
が

畑
地
で
の
栽
培
面
積
を
増
や
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
収
穫
量
に
つ
い
て
は
、
取
り

ま
と
め
中
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
秋
の
転
作
田
へ
の

作
付
け
予
定
面
積
は
、
約
２
・
４
ha
と
昨

年
よ
り
１
・
２
ha
減
少
す
る
見
込
で
す
。

　

水
田
活
用
の
菜
の
花
栽
培
に
伴
う
排

水
対
策
に
は
限
界
が
あ
り
、
収
量
が
な

か
な
か
上
が
ら
な
い
た
め
、
転
作
田
で

の
作
付
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、町
で
は
畑
地
で
の
作
付
け
も
含
め
、

資
源
循
環
農
業
の
取
組
を
拡
大
す
る
と

と
も
に
農
家
の
所
得
向
上
が
図
れ
る
よ

う
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
普
通
共
用
林
野
の
運
営
状
況
に
つ

い
て

　

関
門
設
置
場
所
は
、
今
年
は
樹
海
ラ

イ
ン
沿
い
の
５
か
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

徴
収
期
間
は
、
５
月
21
日
か
ら
６
月

19
日
ま
で
の
30
日
間
で
し
た
。

　

期
間
中
の
入
林
者
数
は
、
延
べ
人

数
で
町
外
者
３
，４
５
４
名
、
町
内
者

７
６
６
名
、
計
４
，２
２
０
名
と
い
う
結

果
と
な
り
、
こ
れ
を
昨
年
比
で
、
町
外

者
は
３
９
９
名
減
、
町
内
者
は
３
１
１

名
減
、
計
７
１
０
名
の
減
で
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
に
対
し
て
は
４
０
５
名

に
入
林
許
可
証
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

収
支
決
算
見
込
は
、
収
入
が
約

３
５
１
万
円
に
対
し
支
出
は
約
３
８
５

万
円
で
、
お
よ
そ
34
万
円
の
赤
字
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　

収
入
減
の
要
因
と
し
て
は
、
天
候
不

順
の
た
め
、
タ
ケ
ノ
コ
の
成
長
が
悪
く

不
作
だ
っ
た
こ
と
や
他
地
域
で
の
熊
事

件
を
受
け
た
入
山
の
自
粛
等
の
影
響
に

よ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▼
水
稲
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

　

鹿
角
地
域
振
興
局
農
林
部
農
業
振
興

普
及
課
の
調
査
に
よ
る
と
、
今
年
の

水
稲
は
、
田
植
え
以
降
は
断
続
的
な
降

雨
や
一
時
的
な
低
温
等
が
あ
っ
た
も
の

の
、
気
象
は
概
ね
平
年
並
に
推
移
し
た

こ
と
か
ら
、
出
穂
期
は
平
年
並
の
８
月

４
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
に
実
施
し
た
水
稲
定
点

調
査
結
果
で
は
、
１
㎡
当
た
り
穂
数
が

４
９
０
本
で
平
年
比
１
０
４
％
、
１
穂

当
た
り
着
粒
数
は
67
・
８
粒
で
平
年
比

99
％
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
１
㎡
当
た

り
の
総
籾
数
は
３
３
，４
９
６
粒
で
平

年
比
１
０
４
％
と
な
り
、
平
年
よ
り
多

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
病
害
虫
に
つ

い
て
は
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生

が
多
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
米
防
止
の

た
め
の
湛
水
管
理
終
了
後
は
、
収
穫
に

向
け
て
ほ
場
の
排
水
を
確
実
に
行
い
、

刈
り
取
り
適
期
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
良

質
米
生
産
へ
向
け
て
注
意
を
喚
起
し
て

い
き
ま
す
。

▼
熊
の
目
撃
情
報
、
被
害
状
況
等
に
つ

い
て

　

８
月
19
日
現
在
、
本
町
で
の
熊
の
目

撃
通
報
件
数
は
43
件
で
昨
年
に
比
べ
21

件
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
養

蜂
箱
２
件
、
桃
の
木
１
本
の
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
通
報
を
受
け
、
鹿
角
警
察

署
や
小
坂
町
猟
友
会
と
連
絡
を
取
り
、

現
地
確
認
と
と
も
に
近
く
の
自
治
会
に

チ
ラ
シ
等
で
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
檻
の
設
置
に
つ
い
て
鹿
角

地
域
振
興
局
に
許
可
申
請
を
行
い
、
猟

友
会
に
設
置
・
見
回
り
等
の
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
て
、
現
在
は
５
か
所
に
５

台
設
置
し
て
い
ま
す
。　

捕
獲
頭
数
は
、

小
坂
パ
ー
キ
ン
グ
付
近
で
１
頭
、
小
坂

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
で
１
頭
、
小

坂
製
錬
所
地
内
で
１
頭
、
鴇
の
民
家
付

近
で
１
頭
、
大
川
岱
の
民
家
付
近
で
１

頭
の
計
５
頭
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
全
県
的
に
熊
の
目
撃
通
報
等
が
多

い
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
鹿
角
警
察
署

や
猟
友
会
と
協
力
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
注
意
喚
起
の
呼
び
か
け
を
広
報
や

看
板
等
に
よ
り
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
国
際
交
流
員
の
交
代
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
７
月
か
ら
国
際
交
流
員
と

し
て
活
動
し
て
き
た
ジ
ョ
ー
ダ
ン
・
ラ

ウ
ゼ
さ
ん
が
、
３
年
間
の
勤
務
を
終
了

し
、
７
月
28
日
に
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
さ

れ
ま
し
た
。

　

赴
任
期
間
中
は
、
主
に
国
際
交
流
協

会
の
事
業
活
動
に
対
す
る
助
言
や
参
画

な
ど
、
幅
広
く
町
の
国
際
化
に
貢
献
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
日
系
企
業
に
携
わ
る
た

め
に
大
学
院
に
進
ま
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。
小
坂
町
で
の
経
験
が
今
後
に
役
立

つ
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
第
５
回
町
議
会
が
９
月
５
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例
制

定
・
補
正
予
算
等
13
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
報
告
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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後
任
者
で
12
代
目
国
際
交
流
員
の
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
ロ
ッ
ク
さ
ん
は
、
ア

メ
リ
カ
・
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
出
身
の

22
歳
で
す
。
７
月
28
日
に
着
任
し
、
初

日
に
は
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
植
樹
祭
に
、
翌
日
に

は
町
内
教
職
員
研
修
会
の
町
内
巡
り
に

参
加
す
る
な
ど
、
地
元
の
方
々
と
の
交

流
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

本
人
は
、と
て
も
緑
が
多
く
き
れ
い

な
こ
の
町
で
、国
際
交
流
を
通
じ
て
町
の

国
際
化
に
貢
献
し
た
い
と
意
欲
的
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
へ
の
留
学
経
験
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
日
本
語
も
堪
能
で
非
常
に

明
る
く
親
し
み
の
あ
る
好
青
年
で
す
の

で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
接
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
第
53
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
に

つ
い
て

　

小
坂
町
消
防
訓
練
大
会
が
、
去
る
６

月
26
日
に
行
わ
れ
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
で
優
勝
し
た
第
４
分
団
上
川
原
班

は
、
７
月
３
日
に
行
わ
れ
た
鹿
角
支
部

消
防
訓
練
大
会
で
も
５
年
連
続
で
優
勝

し
、
消
防
協
会
鹿
角
支
部
代
表
と
し
て

秋
田
県
消
防
操
法
大
会
の
出
場
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
全
県
消
防
操
法
大
会
出

場
は
、町
に
と
っ
て
も
、消
防
団
に
と
っ

て
も
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。

　

秋
田
県
大
会
に
向
け
、
上
川
原
班
は

７
月
下
旬
か
ら
約
１
か
月
間
、
鹿
角
広

域
消
防
署
の
操
法
指
導
員
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
早
朝
や
夕
方
に
厳
し
い
訓
練

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

消
防
団
全
体
と
し
て
も
、
団
長
を
は

じ
め
全
分
団
の
協
力
体
制
の
下
、
練
習

の
補
助
や
激
励
を
行
い
、
長
期
間
に
わ

た
る
出
動
隊
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
大
会
は
台
風
10
号
の

影
響
に
よ
る
暴
風
雨
が
予
想
さ
れ
た
た

め
、
前
日
に
開
催
取
り
や
め
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
９
月
２
日
に

全
国
大
会
出
場
隊
の
選
考
会
と
し
て
、

小
型
ポ
ン
プ
と
軽
可
搬
ポ
ン
プ
の
み
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
考
会
で
は
、
９
チ
ー
ム
中
９
番
目

の
出
場
順
で
、
各
操
作
員
と
も
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
か
か
る
順
番
で
し
た
が
、チ
ー

ム
一
同
が
素
晴
ら
し
い
消
防
操
法
を
披

露
し
ま
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
７

位
と
な
り
全
国
大
会
出
場
の
切
符
を
逃

し
ま
し
た
が
、
操
作
員
１
名
が
最
優
秀

選
手
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
積

み
重
ね
て
き
た
技
術
、
気
力
、
団
結
力

は
優
勝
し
た
出
動
隊
と
比
較
し
て
も
、

決
し
て
ひ
け
を
と
ら
な
い
内
容
で
し
た
。

▼
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

　

８
月
22
日
か
ら
26
日
の
間
、
秋
田
県

知
事
を
団
長
と
す
る
台
湾
航
空
会
社
や

台
北
市
内
旅
行
会
社
、
高
雄
市
政
府
機

関
な
ど
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
同
行

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
は
、
台
湾
か
ら
の
秋
冬

シ
ー
ズ
ン
の
観
光
誘
客
と
国
際
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
運
航
拡
大
、
将
来
の
定
期
便

化
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
秋
田
県
へ

の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
運
行
実
績
の
あ
る
大

手
航
空
会
社
２
社
へ
の
訪
問
と
、
台
湾

南
部
に
位
置
す
る
台
湾
第
二
の
都
市

「
高
雄
市
」
と
秋
田
県
と
の
間
で
結
ば

れ
た
国
際
交
流
協
力
覚
書
調
印
式
に
参

列
し
、情
報
交
換
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
設
け
ら
れ
た
町
単
独
で
の

行
程
で
は
、
株
式
会
社
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
と
藤
田
観
光
株
式
会
社
の
両
台
北
オ

フ
ィ
ス
を
訪
問
し
、
台
湾
人
の
訪
日
観

光
の
動
向
や
課
題
な
ど
意
見
交
換
す
る

と
と
も
に
、昨
年
11
月
に
実
施
し
た
フ
ァ

ム
ト
リ
ッ
プ
に
参
加
し
成
果
が
出
始
め

た
旅
行
会
社
５
社
を
訪
問
し
、
継
続
し

た
誘
客
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
今
回
で
３
回
目
の
訪

台
と
な
り
ま
し
た
が
、
訪
問
を
重
ね
る

た
び
に
新
た
な
繋
が
り
や
訪
問
先
と
の

信
頼
関
係
が
深
ま
る
と
と
も
に
、「
小
坂

町
・
十
和
田
湖
」
の
認
知
度
も
確
実
に

ア
ッ
プ
し
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
そ
の
繋
が
り
を
活
か

し
て
小
坂
町
及
び
十
和
田
湖
を
は
じ
め

と
す
る
、
広
域
連
携
エ
リ
ア
へ
の
誘
客

促
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
７
月
20
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
開

催
さ
れ
た
「
全
国
近
代
化
遺
産
活
用
連

絡
協
議
会
小
坂
大
会
」
に
つ
い
て

　

今
大
会
は
全
国
各
地
か
ら
約
70
名
の

参
加
を
得
て
、「
近
代
化
遺
産
が
つ
な
ぐ

企
業
と
自
治
体
の
共
創
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
パ
ー
ム
で
行
わ
れ
た
大
会
１
日
目

は
、
一
般
参
加
者
を
含
む
約
１
０
０
名

の
参
加
の
も
と
公
開
討
論
会
が
開
催
さ

れ
、
工
学
院
大
学
建
築
学
部
の
後
藤
治

教
授
に
よ
る
「
文
化
遺
産
を
資
産
と
し

て
活
用
し
続
け
る
に
は
？
」
と
題
す
る

基
調
講
演
、
ま
た
開
催
地
報
告
に
引
き

続
い
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
２
日
目
の
現

地
視
察
に
続
き
、
３
日
目
に
は
小
坂
鉄

道
レ
ー
ル
パ
ー
ク
を
会
場
に
「
明
治
の

近
代
化
を
支
え
た
鉄
道
た
ち
」
を
テ
ー

マ
と
す
る
「
鉄
道
遺
産
部
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
坂
町
で
は
、
本
大
会
を
契
機
に
、

近
代
化
遺
産
の
持
つ
歴
史
的
・
技
術
的

意
義
を
改
め
て
認
識
し
、
周
辺
地
域
や

企
業
、
町
民
と
連
携
し
一
体
と
な
っ
て
使

い
続
け
る
こ
と
で
、
そ
の
新
し
い
価
値
が

見
出
さ
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層
積
極
的

な
保
存
・
活
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
小
坂
小
・
中
学
校
の
ヒ
メ
マ
ス
学
習

及
び
学
校
給
食
で
の
ヒ
メ
マ
ス
を
活
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
に
つ
い
て

　

小
坂
小
学
校
・
中
学
校
で
は
、
ふ
る

さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、

「
町
の
魚
」
に
制
定
さ
れ
て
い
る
十
和

田
湖
の
ヒ
メ
マ
ス
に
つ
い
て
の
体
験
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
、

康
楽
館
で
上
演
さ
れ
た
常
打
芝
居
「
天

空
の
魚
影
」
を
全
児
童
・
生
徒
が
鑑
賞

し
、
ヒ
メ
マ
ス
養
殖
を
成
功
さ
せ
た
和

井
内
貞
行
夫
妻
の
業
績
に
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
小
坂
小
学

校
３
年
生
が
「
十
和
田
湖
ひ
め
ま
す
稚

魚
放
流
式
」
に
参
加
し
て
お
り
、
今
年

の
６
月
17
日
の
放
流
式
に
も
参
加
し
ま

し
た
。

　

７
月
20
日
に
は
、
十
和
田
湖
国
立
公

園
指
定
80
周
年
を
記
念
し
、
ふ
る
さ
と

学
習
と
食
育
の
取
組
と
し
て
、
ヒ
メ
マ

ス
料
理
を
給
食
に
初
め
て
提
供
し
ま
し

た
。
今
回
提
供
し
た
の
は
、
十
和
田
湖

増
殖
漁
業
協
同
組
合
と
町
内
魚
販
売
店

の
協
力
を
得
て
仕
入
れ
た
１
４
０
匹
の

十
和
田
湖
産
ヒ
メ
マ
ス
の
切
り
身
を
、

み
そ
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
味
付
け
し
て

オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
た
「
ひ
め
ま
す
の
み

そ
ネ
ー
ズ
焼
き
」と
い
う
新
メ
ニ
ュ
ー

で
、
児
童
生
徒
や
教
職
員
約
３
８
０
人

が
、
新
し
い
ふ
る
さ
と
の
味
を
味
わ
い

ま
し
た
。
ま
た
９
月
２
日
に
湖
畔
で
開

催
し
た
「
十
和
田
湖
キ
ャ
ン
プ
」
で
は
、

参
加
し
た
小
学
５
・
６
年
生
と
中
学
１

年
生
が
自
ら
炭
火
で
焼
い
た
ヒ
メ
マ
ス

の
塩
焼
き
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
親
マ
ス
の
遡
上

を
見
学
し
、
ヒ
メ
マ
ス
の
一
生
と
増
殖

事
業
を
学
ぶ
こ
と
も
計
画
し
た
い
と
考

え
て
い
て
、
小
中
学
生
が
郷
土
の
歴
史

や
産
業
、
先
人
の
業
績
に
触
れ
、
地
元

産
の
食
材
や
料
理
に
理
解
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
、
今
後
と
も
ヒ
メ
マ
ス
学
習
や

ヒ
メ
マ
ス
給
食
の
取
組
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

●
条
例
等
の
改
正

◆
小
坂
町
公
告
式
条
例

◆
小
坂
町
手
数
料
条
例

◆
町
営
バ
ス
設
置
条
例

●
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
４
号
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
（
第
２
号
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

◆
菅
原
ヤ
ヱ
奨
学
資
金
特
別
会
計

（
第
１
号
）

●
そ
の
他

◆
情
報
公
開
審
査
会
の
委
員
の
選

任
同
意
に
つ
い
て

◆
教
育
委
員
会
の
委
員
の
選
任
同

意
に
つ
い
て

主
な
議
決
事
項
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（単位：千円）

会　　計　　名
一　　般　　会　　計
特 別 会 計 （合計）

歳入総額
4,825,611
2,258,953
766,953
72,532
752,073
11,810
257,838
76,948
1,909
2,404

1
313,321
3,164
245,072
37,661

歳出総額
4,662,590
2,239,021
763,379
72,503
737,612
11,810
257,838
76,948
1,909
2,404

1
312,986
1,631
232,906
154,698

差引額
163,021
19,932
3,574
29

14,461
0
0
0
0
0
0
335
1,533
12,166

△ 117,037

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
〃（介護サービス事業勘定）
簡 易 水 道 事 業
歯 科 診 療 所
中小企業従業員退職金等共済事業
菅原ヤヱ奨学資金
文 化 基 金
下 水 道 事 業
小 坂 財 産 区

（収益的収支）
（資本的収支）

水道事業会計

■普通会計
　一　　般 51億2,008万円
　歯科診療所 1,270万円
■公営企業会計
　簡易水道 2億3,826万円
　下 水 道 15億3,006万円
　水道事業 23億7,570万円

■財政調整基金 12億2,139万円
■減債基金 4億  767万円
■その他基金 3億5,333万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

①実質赤字比率
　一般会計等の実質的な赤字額が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標
②連結実質赤字比率
　全会計を合計した実質的な赤字額が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標
③実質公債費比率
　道路整備等の公共事業を行う際に借り入れた資金を返済するための元利償還金や、公営企業の元
利償還金のために一般会計から繰り出した額の合計が、標準的な収入に対してどれくらいの割合
になるかを示す指標

④将来負担比率
　一般会計等が将来負担しなければならない額（借金の返済の他にも、職員の退職手当や公営企業
への繰出金等の合計）が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標

■資金不足比率
　公営企業の資金不足額が料金収入等の事業規模に対してどれくらいの割合になるかを示す指標

〔　　　　　　〕平成28年３月31日現在の
人口（5,428人）で算出
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平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、毎年度、健全化判断比率と、資金不足比率を監査委員
の審査に付したうえで、議会に報告し、公表することになりました。
平成27年度決算に係る比率を算出しましたので、お知らせします。

【すべて健全化基準を下回りました。今後も健全な財政運営に努めます。】

※赤字がない場合は（－）で表されます。

※資金不足がない場合は（－）で表されます。

　　指　　標
①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率

平成27年度
－
－

 13.2％
125.7％

平成26年度
－
－

 13.1％
150.6％

早期健全化基準
015.0％
020.0％
025.0％
350.0％

小坂町
－
－
－

簡易水道事業
下水道事業
水道事業

経営健全化基準

20.0％
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400人以上が元気に参加

小坂町敬老会を開催
　９月11日、セパーム・アリーナを会場に「小坂町敬
老会」が開催され、町内75歳以上の該当者1,375名の
うち、407名の方が出席し、長寿をお祝いしました。
　敬老会には百歳以上の在住者７名のうち、２名の
方も出席されました。
　また式典では、結婚50年の金婚を迎えられた19
組のうち、出席した14組のご夫婦に町長から顕彰
状が贈呈されました。
　祝宴の余興では、小坂小学校スクールバンドの演
奏、アカシア太鼓演奏、小坂高校生徒による踊りな
どが披露され、参加者からは盛んな拍手が送られて
いました。

自転車の運転は気をつけて

秋の交通安全運動実施
　９月21日から30日の期間で、秋の交通安全運動
が行われました。初日の21日には、交通安全祈願
の神事、交通安全集会、パレードが行われ、鹿角交
通協会、安管事業所、小坂町交通指導隊、交通安全
母の会、鹿角警察署などの関係者約90名が参加し
ました。
　また、25日にはマックスバリュと市日前におい
て、自転車・バイクの街頭指導として、自転車の整
備不良の点検や交通安全チラシを配布し啓発に努め
ました。
　これからも安全運転を心がけましょう。

−身近な話題をお知らせください。

　町では、秋の火災予防運動にあわせ、
鹿角広域行政組合消防小坂分署と合同で
防災訓練を行います。
　町民の皆様は是非ご参加ください。

１．実施日時　11月６日（日）
　　　　　　　午前９時～11時頃

２．参加対象　参加を希望する自治会
　　　　　　　及び自主防災会

３．訓練内容　避難訓練、消火訓練、
　　　　　　　通報訓練　他

※詳しい内容及び参加方法については、
自治会に別途案内いたします。

　（公財）介護労働安定センター秋田支部専任講師
安部美恵子さんを講師にお招きし、従来のあり方
などについて講演いただいた後、皆さんで介護の
あり方について考えましょう。

●日　時　平成28年11月４日（金）10時～ 12時
●会　場　小坂町交流センター・セパーム
　　　　　（託児あります）
●対象者　どなたでも

お問い合わせ先　総務課総務管財班（℡29－3901）申込み・お問い合わせ先　総務課企画財政班（℡29－3907）

●● 男女共同参画社会づくり基礎講座開催 ●●

カイゴ（介護）のゴカイ（誤解）

・介護は嫁の仕事？
・介護のために離職するのは当然？
・相談するのも気が引ける…
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番号 入札予定時期期　間 入札及び
契約の方法種　　別 概　　　　　　　要

町中心部ベンチ設置工事

細前田住宅屋根葺替工事

下水道管渠工事　細越第三工区

下水道管渠工事　細越単独第二工区

ブドウ棚設置工事

中央公園連絡路整備工事

町道苦竹山崎線道路改良工事

町道一本杉線外流雪溝設置工事

マイクリーン公衆トイレ内部修繕改修工事

松木沢川（上谷地）護岸工事

古館駐車場整備工事

岩ノ下住宅用地外構工事

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

約２ヶ月

約２ヶ月

約４ヶ月

約４ヶ月

約２ヶ月

約３ヶ月

約３ヶ月

約４ヶ月

約２ヶ月

約３ヶ月

約５ヶ月

約４ヶ月

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

建築

建築

土木

土木

土木

土木

土木

土木

建築

土木

土木

土木

ベンチ５基

屋根葺替４棟

φ150　Ｌ＝244ｍ

φ150　Ｌ＝83ｍ

ブドウ棚設置一式

歩道踏切設置

道路改良工　Ｌ＝210ｍ

流雪溝　Ｌ＝124ｍ

洋式化、多目的トイレ改修ほか

護岸工事　Ｌ＝10ｍ

駐車場造成　4,000㎡

道路、側溝、上下水道布設

工　　　　　　事　　　　　　名
場　　　　　　　　　　　　　所

　医学や健康について、秋田大学の教員が分かりやすく解説する公開講演会並びに自由に意見交換をする場
として開催します。お飲み物や軽食を楽しみながらくつろいだ雰囲気で参加できます。看護に興味がある方、
ご両親や祖父母に元気に過ごして欲しい方など、幅広い年代からのご参加をお待ちしています。

平成28年度 メディカル・サイエンスカフェ・ネクストin小坂町平成28年度 メディカル・サイエンスカフェ・ネクストin小坂町
～高齢社会を明るく元気に生きる～

申　込　み　先　総務課企画財政班　TEL0186－29－3907／FAX0186－29－5481

お問い合わせ先　秋田大学地方創生・研究推進課　TEL018－889－3201／FAX018－889－3162

日　　時：平成28年11年14日（月）13：30～15：15
会　　場：天使館
参加対象：どなたでも
受講料・定員：無料（要事前参加申込）・70名
共　　催：秋田大学地方創生センター、小坂町
進 行 役：秋田大学医学部長　伊藤　　宏　先生
お話ししてくださる方：秋田大学医学部　　　　　中村　順子　先生
　　　　　　　　　　　秋田大学教育文化学部　　髙崎　裕治　先生
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●
中
高
生
学
習
指
導
研
究
協
議
会

　

９
月
７
日
に
中
高
学
習
指
導
研
究
協
議
会

が
秋
田
県
教
育
委
員
会
の
主
催
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
中
高
の
教
員
が
相
互
に
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
指
導
内
容
及
び
指
導
方

法
の
充
実
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
研
究
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
午
前
は
小
坂
中
学
校
、

午
後
は
本
校
に
お
い
て
授
業
参
観
と
研
究
協

議
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
小
坂
地
区
が

対
象
と
な
り
、
県
北
の
職
員
が
多
数
訪
れ
、
有

意
義
な
協
議
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
学

習
指
導
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
か
づ
の
元
気
フ
ェ
ス
タ
出
展

　

９
月
18
日
に
鹿
角
市
産
業
祭
「
か
づ
の
元
気

フ
ェ
ス
タ
」
に
、
電
気
部
が
製
作
し
た
レ
ー
ル

バ
イ
ク
や
ク
レ
ー
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
、
ま
た
、

環
境
技
術
科
の
実
習

作
品
等
を
出
展
し

好
評
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後

も「
小
坂
高
校
」及
び

「
も
の
づ
く
り
」
に
興

味
・
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

●
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会
秋
田
県
予
選

　

９
月
25
日
に
全
国
高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
競

技
大
会︵
石
川
県
開
催
：
テ
ー
マ
﹃
心
と
技
の

彩
り
を
百
万
石
の
集
い
か
ら
﹄︶の
秋
田
県
予

選
大
会
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。
結
果
は
11

台
中
４
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

他
の
有
力
校
を
押
し
の
け
、
上
位
に
入
り
、

11
月
に
石
川
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
10

年
で
２
年
だ
け
出

場
で
き
な
い
年
が

あ
り
ま
し
た
が
、

全
国
大
会
出
場
常

連
校
と
し
て
、
全

国
上
位
入
賞
の
結

果
報
告
が
で
き
る

こ
と
を
目
標
に
頑

張
っ
て
き
ま
す
。

●
強
歩
大
会
終
了

　

９
月
22
日
に
強
歩
大
会
が
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
生
徒
ら
は
、
と
も
に
励
ま
し
合
い
な

が
ら
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
、
男
子
85
名
、

女
子
38
名
が
完
歩

し
ま
し
た
。
心
地

よ
い
汗
を
流
し
て

お
り
ま
し
た
。
沿

道
で
の
ご
声
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
町
民
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験

　

９
月
28
日
に
創
立
百
周
年
事
業
の
一
環
と
し

て
、
小
坂
町
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
、
町
民

と
の
交
流
を
目
的
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
回
は
１
年
生
の
実
施
で
あ
り

ま
し
た
が
、
町
民
の
方
々
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
く
プ
レ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

●
₁₀
月
・
₁₁
月
の
日
程

・
創
立
百
周
年
記
念
式
典　

10
月
21
日︵
金
︶

・
学
校
祭　
　

11
月
５
日︵
土
︶～
６
日︵
日
︶

　
　
　
　
　
　
︿
一
般
公
開
６
日　

９
時
30
分
～
﹀

・
修
学
旅
行　

11
月
16
日︵
水
︶～
19
日︵
土
︶

小坂高等学校創立100周年記念事業実行委員会
〒017－0201　秋田県鹿角郡小坂町小坂字館平66番地１（小坂高校内）
TEL：29－3065　FAX：29－3069

お問い合わせ先

秋田県立小坂高等学校　創立100周年記念式典

伝統を受け継ぐ100年、明日の時代を創る拓く

◉記念式典
　期　日：平成28年10月21日㈮ 13：00 ～
　会　場：小坂高等学校第一体育館
◉記念学習発表会
　期　日：平成28年10月21日㈮ 14：15 ～
　会　場：小坂高等学校第一体育館
　　　　　①普通科学習発表
　　　　　②環境技術科学習発表
　　　　　③よさこい披露
◉祝 賀 会
　期　日：平成28年10月21日㈮ 17：00 ～
　会　場：小坂町交流センター・セパーム

■略 年 譜
大正５年３月９日　小坂町立小坂実科高等女学校設置
大正６年４月１日　新校舎へ移転（尾樽部校舎）
大正６年６月３日　開校式挙行（開校記念日に決定）
昭和14年３月15日　秋田県小坂高等女学校と改称
昭和23年４月１日　小坂新制高等学校に転換設置の件

認可
昭和23年４月３日　臨時設置として元小坂小学校校舎に

移転
昭和23年６月１日　町立より県立に移管「秋田県立小坂

高等学校」となる
昭和27年12月25日　県立小坂高等学校校舎落成式（赤神

校舎）
昭和53年６月13日　新校舎竣工（現在の館平校舎）
平成19年４月１日　「環境ものづくり人材育成事業」指定

　小坂高等学校は、大正５年（1916）に小坂町立小坂実科女学校として創立以来、長年にわたって町民に
親しまれ、また幾多の優れた人材を輩出してきました。卒業生は、地域の産業振興に多大な貢献をすると
ともに、町の担い手としても活躍しています。
　このたび、小坂高等学校は、鹿角地域で最も歴史のある創立100周年を迎えることとなり、来る10月21
日に記念式典及び祝賀会を挙行することになりました。小坂町民の皆様の、長年にわたる格別のご理解と
ご支援、ご協力に、心から感謝申し上げます。



��

生涯学習だより 小坂公民館上向分館・十和田分館
事務局　交流センター「セパーム」内(☎29−2069）

交流センター「セパーム」・小坂公民館(☎29−2069）
川上公民館(☎29−2344)　七滝公民館(☎29−3411)

　10月２日、大館市内循環特設コースにおいて、「秋田25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！」の第３回大
会が開催され、小坂町は出場チーム34チーム中、総合で19位、町部門では４位でした。
　チーム一丸となってタスキをつなぎ、若さあふれる走りで見事走り抜きました。また、今年は町民応援団が
結成され、町民の声援が力になったと思います。
　来年は男鹿市を会場に、第４回大会が開催されます。皆さまのご声援よろしくお願いします。

第３回 秋田県市町村対抗駅伝
ふるさとあきたラン！

若い力を
活かし力走！

　まなびピアは、生涯学習の総合的な交流と発表の場として開催しており、今年で28回目となります。今
年は様々な手芸・工芸などの展示コーナー、楽しい体験・発表コーナーのほか、小坂小学校・小坂中学校
の文化祭と同日開催です!ぜひご来場ください。

期　日　10月15日（土）～ 16日（日）
　　　　午前９時～午後６時

会　場　小坂町交流センター　セパーム

主　催　小坂町生涯学習推進本部
　　　　小坂町生涯学習奨励員協議会

◆展示コーナー
◆体験、発表コーナー
　•太極拳発表＆体験
◆小坂小学校学習発表会（会場：小坂小学校）
◆小坂中学校合唱コンクール（会場：セパーム）

◆体験、発表コーナー
　•小坂音頭の会
　•鳳樹会（日本舞踊） 
　•おはなしぼっくす（朗読劇） 
◆小坂中学校「坂中祭」（会場：セパーム）

○そのほか小坂高校特別展示、小坂ふくし会コーナーなど盛りだくさんです！

10
月
15
日
土

10
月
16
日
日
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生涯学習だより交流センター「セパーム」・
小坂公民館(☎29−2069）

10

〈開催日時〉10月22日（土）10：30～11：30
◇幼児～小学生・保護者対象
◇自由参加・無料

特　別　展

　先月から、郷土館では特別展を開催しています。
今回は、特別展で展示している資料に関係する史
跡等を見学しに行きたいと思います。野辺地町立
歴史民俗資料館をはじめ、常夜灯や台場跡、藩境塚
など野辺地と幕末に関係する史跡等を見学します。
　お申込み等のお問い合わせは下記までご連絡く
ださい。
 （なお、９月号で10月第４日曜日とお知らせしてい
ましたが、諸事情により下記の日程とさせていた
だきます。）

◆日　　時：10月30日㈰
◆時　　間：８：30～17：15
◆場　　所：郷土館
◆集合時間：８：15
◆昼食代等：1,500円
◆募集人数：25人
◆募集締切：10月20日㈭　16：30まで
◆見 学 先：野辺地町立歴史民俗資料館
◆お問い合わせ先：下記まで

着図書 ※（　）の中の数字は分類番号です新
小説・エッセイ
■陸王／池井戸潤（913）
■アンマーとぼくら／有川浩（913）
■バベル九朔／万城目学（913）
■海の見える理髪店／萩原浩（913）
■コンビニ人間／村田紗耶香（913）
■イヤシノウタ／吉本ばなな（914）

実用書
■青春18きっぷパーフェクトガイド2016−2017 ／谷崎竜（291）
■働くママと子どものほどよい距離のとり方／榊原洋一（367）
■認知症がとまった�ボケてたまるか／山本朋史（493）
■暮らしやすい「間取り」づくりのヒント／主婦の友社（527）
■おいしいきのこ毒きのこハンディ図鑑／大作晃一（657）

児童書
■こうざきとほしのどうくつ／でくねいく（E）
■さかなくんの一魚一会／さかなクン（289）
■夜間中学へようこそ／山本悦子（913）

「講演会」のご案内
　家庭教育事業の一貫として、子育て中の父母、祖父
母の方を対象に講演会を開催します。
　子どもたちは、テレビはもちろんゲームやスマホな
どメディアに囲まれて生活をしています。
　「長時間の使用は良くない」と知りつつも不安を感
じながら与えているのが現状では。
　「子どもたちにどんな影響があるのか」を具体的に
学んで、上手なメディアとのつきあい方を一緒に考え
てみましょう。

　秋田栄養短期大学と中央公民館が共催で開催しま
す。テーマは「桃豚」。
　「加熱温度とおいしさの関係」を学び、桃豚を使っ
た調理実習をします。

　11月４日（金）までセパームまで申し込みください。
　定員になり次第、受付を終了します。

申込み・お問い合わせ先　小坂町交流センター　セパーム（℡29－2069）

日　時　10月26日（水）14時～15時15分
場　所　小坂町交流センターセパーム　２階ホール
講　師　独立行政法人国立病院機構
　　　　小児科医師　田澤　雄作　氏
テーマ　「いま、子どもたちがあぶない！」
　　　　　～テレビやスマホが与える身体への影響～

日　時　11月13日（日）11時～ 14時50分
場　所　小坂町交流センターセパーム　調理室ほか
講　師
　「桃豚を使った調理実習」
　　秋田栄養短期大学　廣田　由利　氏
　「タンパク質の熱変性～加熱温度と豚肉のおいし
さとの関係～」

　　秋田栄養短期大学　准教授　坂本　　寛　氏
受講料　無料
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具
定　員　16名

図書館(☎29−220₇）
郷土館(☎29−4₇26）
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　みなさんは、ピザやホットドッグを食べたことはあり
ますよね？これらの食べ物は、アメリカでは大人気の食
べ物です。そして、日本でもおなじみの食べ物になっ
ていて、全国のスーパーやコンビニで冷凍ピザとホット
ドッグサンドが販売され、ファミレスでも注文できます。
日本とアメリカの相違点が多少あってもほとんど同じで
す。しかし、私の出身地のシカゴでは、特別なシカゴス
タイルピザとシカゴスタイルホットドッグがあります。
　アメリカのニューヨーク州で「シカゴスタイルピザ」
の話をすれば、人々はよく眉を寄せながら「それは本当
のピザじゃない�」と言われることでしょう。その理由は
ニューヨーク州とシカゴ市はピザのライバルで、どのピ
ザも一番美味しいと思いますが、どちらか一つを注文し
なければならない状況になった場合、私は即断即決で
シカゴスタイルピザを選びます。理由は、生地が普通の
ピザよりも厚いからです。食べるとすぐお腹いっぱいに
なります。このシカゴスタイルピザの作り方は、フライ
パンにパイと同じようにパン生地を置き、それからチー
ズ・肉・野菜をたっぷりのせます。そして、普通のピザ

と違って、最後にトマトソースをかけるので、具材はほ
とんど見えなくなります。シカゴスタイルピザの厚さは
約８㎝になり、具の部分だけでも４㎝もあります。この
ピザの具材の中で私が一番好きなのはほうれん草です。
　一方シカゴスタイルホットドッグは他の地域のホット
ドッグとあまり違いはなく、ソーセージもごく普通のソー
セージです。ただ、少し変わっているのがトッピングで
す。シカゴのホットドッグはまず、ポピーシードバンズ
にソーセージを入れ、その上に玉ねぎ、緑の甘いレリッ
シュ、細長く切られたピクルス、ホットペッパー、生ト
マト、セロリソルトをのせます。いろいろな野菜が入っ
ているので英語で“dragged through the garden”と表現
し、日本語に訳すと「庭を通って引きずった」という意
味になります。当然、食べると絶対汚れるので、ナプキ
ンがたくさん必要になります。そして、シカゴドッグは
ケチャップを使用するのが禁止されていて、一般にはマ
スタードをつけて食べます。あるシカゴホットドッグ店
ではケチャップが置かれてないこともあります。
　食べ物は、本で見たり、聞いたりするだけでは分から
ないので、本当にその美味しさと素晴らしさを感じるた
めには、「実際にその場所に行って食べる�」に限ります。

シカゴの名物

康楽館特別公演
開催情報

10月22日・23日『秋の康楽館歌舞伎大芝居』　
　　　　　　　　　出演：市川猿之助ほか

康楽館からのお知らせ
【康楽館常打芝居10月～11月】

通常料金2,100円➡町民料金1,300円（同伴町外者1,500円）

劇団 岬一家
岬寛太座長

10月月10月

　10月は日本舞踊・吉三
寿流家元の次男・岬寛太
座長が見応えたっぷりの
舞台で皆様をお待ちして
おります。花形「飛雄馬」
が久々の登場‼

　11月は山形出身・瞳ひ
ろし座長による特別公演
です。オレオレ詐欺を題材
とし、江戸時代を舞台に
詐欺被害の悲惨さや、家
族の深い絆を描きます。

劇団 夢の旅
瞳ひろし座長

11月月11月

①10：30～12：30　②14：00～16：00
※10／30　千穐楽は11：00開演です。
※10／２　町民限定「芝居を楽しむ日」
※10／22・23「康楽館歌舞伎大芝居」
①10：30～12：30　②14：00～16：00
※11／27　千穐楽は11：00開演です。
※11／５　町民限定「芝居を楽しむ日」

10／21～
　10／24

11／17

劇団岬一家
10／２～
　10／30

開演時間・上演時間 休演日期間

劇団夢の旅
11／２～
　11／27

小坂町国際交流協会（KIS）からのお知らせ

国際交流員とともに中高生を引率してくれる方１名
も募集しています。（20歳以上）

※中学生と高校生に募集要項を配布済みです。
※日程や経費は、現地事情等により予定が変更される場合
がありますので、KISホームページをご覧いただくかKIS
事務局（役場内℡29－3908）にお問い合せください。

期　　日　平成29年３月21日（火）～ 28日（火）
行 き 先　アメリカ合衆国イリノイ州シカゴ市
参 加 費　20万円（内町内者は町・協会補助７万円あります）
［予　定］　　　　（内町外者は協会補助２万円あります）
　　　　　［・町内者負担額13万円　・町外者負担額18万円］
定　　員　７名
申込締切　11月10日（木）午後５時まで

昨年のNBAバスケットボール観戦風景

▲シカゴスタイルピザ

▼シカゴスタイルホットドッグ
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2015

2016 いのちを守り、いのちを支える

さきがけ いのちの巡回県民講座 in 小坂町
～いのちを支える地域の力～

主催：秋田魁新報社　共催：秋田県／小坂町／秋田県医師会／秋田・こころのネットワーク

●秋田魁新報社　営業局「いのちを守り、いのちを支える係」
　TEL 018－888－1862　FAX 018－863－1681

●小坂町保健センター
　TEL 29－3926　FAX 29－2411

お問い合わせ

　秋田魁新報社は、2007年から各種団体と企画協賛
社のご協力をいただき自殺対策関係者を招いたフォー
ラムを開催してきました。フォーラムでは、情報交換・
共有の場を持つとともに、紙面や各種活動を通じて一
人でも多くの命を守るための取り組みを進めてきまし
た。10年目となる今年も引き続き、県民参加型の自殺
防止運動を展開してまいります。自殺防止運動は関係
者のみならず、県民の皆さんの理解と情報交換が必要
です。これまで培ってきた連携の輪を広げ、さらなる
自殺者の減少に向けて「いのちを守り、いのちを支え
る事業」を展開します。「さきがけいのちの巡回県民講
座」では、それぞれの地域の現状と取り組みにスポッ
トをあて、一人でも多くのいのちを守るための「草の
根運動」に取り組んでいます。お近くの会場で開催の
際は、ぜひご参加ください。

平成28年
10月27日㈭
13：30～ 16：00

日時

小坂町交流センターセパーム
２階多目的ホール

会場

参　加　無　料

開場・受付開始

主催者あいさつ　秋田魁新報社

主催者あいさつ　小坂町長　細越　　満

さきがけ県民講座
〈講　師〉第１部　佐藤　泰治 氏【秋田県医師会・さとう診療内科（大館市）院長】
　　　　　第２部　佐々木久長 氏【秋田大学大学院医学系研究科　准教授】

休　憩

討論会
〈コーディネーター〉佐々木久長 氏【秋田大学大学院医学系研究科　准教授】
〈討 論 参 加 者〉佐藤東太郎 氏【小坂町傾聴ボランティア一休さん　会長】
　　　　　　　　　　熊谷　修一 氏【小坂町民生児童委員協議会　会長】
　　　　　　　　　　小坂　和子 氏【秋田・こころのネットワーク　会長】
　　　　　　　　　　渡部　　誠 氏【NPO法人蜘蛛の糸　事務局長】

質疑応答

閉会

13：00

13：30

13：35

13：40

14：40

14：50

15：45

16：00

プログラム　13：30～ 16：00
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　インフルエンザは罹患率が高く、高齢者や子ども、
心肺・気管支等に慢性疾患のある方がインフルエンザ
にかかると重症化して命に関わる危険があり、十分な
注意が必要です。
　町では、下記の方を対象にインフルエンザ予防接種
費用の一部を助成します。インフルエンザが流行する
12月中旬まで予防接種を受けるようにしましょう。

　町では、肺炎球菌による肺炎等の感染症予防や重症
化を防ぐことを目的として、平成26年度から高齢者肺
炎球菌予防接種費用の一部を助成しています。

■接種期間：平成28年10月１日㈯～平成29年２月28日㈫まで
■自己負担額：医療機関により異なります。
　医療機関からは、あらかじめ町からの助成額（2,000
円）を差し引いた金額が請求されます。
※生活保護世帯の方は医療機関窓口で「緊急時医療依
頼証」を提示すると無料になります。
■接種医療機関：保健センターもしくはかかりつけ医
にご相談ください。

■平成28年度の対象者
　過去に23価肺炎球菌ワクチンを接種したことがない
方で、接種日に1または2に該当する方

260～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器、ヒト免疫不全ウイルス
により免疫の機能に身体障害者手帳１級程度の障害を持つ方
　※事前に保健センターに申請が必要です。
　（印鑑と身体障害者手帳をご持参ください。「予防接
種対象者証明書」を発行します。）
■接種期間：平成29年3月31日㈮まで
■自己負担額：医療機関により異なります。
　医療機関からは、あらかじめ町からの助成額（3,000
円）を差し引いた金額が請求されます。
※生活保護世帯の方は医療機関窓口で「緊急時医療依
頼証」を提示すると無料になります。
■接種医療機関：ほとんどの県内医療機関で接種でき
ます。必ず、事前に病院へ予約をしてください。
■持ち物：保険証等の本人確認できるもの等

申込み・お問い合わせ先：小坂町保健センター（℡29－3926）

予防接種のほかにも、家族みんなで予防しましょう！
●咳エチケット（咳・くしゃみが出るときはマスク着用）
●外出後の手洗い　●十分な休養とバランスのとれた食事

■対象者と助成内容

①65歳以上
②60歳～64歳で、心臓、腎
臓、呼吸器、ヒト免疫不
全ウイルスにより免疫の
機能に身体障害者手帳
１級程度の障害を持つ方
③生後６ヵ月～
　高校３年生相当年齢

１人１回限り・・・2,000円
１人１回限り・・・2,000円
※事前に保健センターに申請が必要で
す。（印鑑と身体障害者手帳をご持
参ください。「予防接種対象者証明
書」を発行します。）

【小学校６年生まで】
　１人１回につき2,000円（２回まで）
【中高生】
　１人１回限り・・・2,000円

対　象 助成金額・回数

1下記の生年月日に該当する方
生　年　月　日

昭和26年４月２日～昭和27年４月１日生まれ
昭和21年４月２日～昭和22年４月１日生まれ
昭和16年４月２日～昭和17年４月１日生まれ
昭和11年４月２日～昭和12年４月１日生まれ
昭和６年４月２日～昭和７年４月１日生まれ
大正15年４月２日～昭和２年４月１日生まれ
大正10年４月２日～大正11年４月１日生まれ
大正５年４月２日～大正６年４月１日生まれ

年齢 
65歳
70歳
75歳
80歳
85歳
90歳
95歳
100歳

お
母
さ
ん
か
ら

　

毎
日
は
み
が
き
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒

に
頑
張
ろ
う
ね
�

杉𠩤　　紬
つむぎ
さん

（中央団地）

お
母
さ
ん
か
ら

　

毎
日
歯
み
が
き
頑
張
っ
て

ま
す
�

高嶋　蒼
そう
真
ま
さん

（けやき宿舎）

ふれあい広場ふれあい広場

お
母
さ
ん
か
ら

　

は
み
が
き
毎
日
よ
く
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
ね
�

中村　恋
れん
嘉
か
さん

（砂子沢）

お
母
さ
ん
か
ら

　

歯
み
が
き
好
き
�
甘
い
も

の
は
も
っ
と
好
き
�
こ
れ
か
ら

も
歯
み
が
き
が
ん
ば
り
ま
す
。

村木　真
ま
悠
ゆ
さん

（大地）
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国民年金付加年金制度とは？
　国民年金の一般（定額）保険料に加えて付加保険料（月々 400円）を納めることで老齢基礎年金を増額で
きます。

お問い合わせ先　鷹巣年金事務所（TEL 0186－62－1490）

社会保障・税番号制度

マイナンバーに関するよくある問い合わせ

①　通知カードの紛失届が必要です。
②－１　その後、通知カード再発行の手続きをしてください。（再発行手数料１枚　500円）
②－２　マイナンバーカードの申請を希望する場合は通知カードの再発行は不要です。

通知カードを紛失したときは？

福祉関係手続きや税関係手続きに使用します。
詳しくは「広報こさか平成28年２月号10ページ」をご覧ください。

マイナンバーは何に使いますか？

通知カードは手続きから２～３週間程度、マイナンバーカードは手続きから１か月程度かか
ります。
即日発行はできません。

通知カードまたはマイナンバーカードの発行にはどのくらい時間が
かかりますか？

　マイナンバーは一生使うものですので、大切に
保管してください。また、マイナンバー制度に便乗
した詐欺にご注意ください。困ったときは…

マイナンバー総合フリーダイヤル
℡0120－95－0178

町民課町民福祉班　通知カード・マイナンバーカード担当　℡0186－29－3906お問い合わせ（手続き窓口）

①納付できる方
•国民年金第１号被保険者
•65歳未満の任意加入被保険者

②付加保険料の月額　400円
③付加年金額
付加年金の年金額は、「200円×付加保険料納付月数」です。
例えば、20歳から60歳までの40年間、付加保険料を納めていた場合、
200円×480月（40年）＝年額96,000円が老齢基礎年金に上乗せされます。
※付加保険料を納めた分は２年でモトが取れます！

④付加保険料納付の際の留意点
•付加保険料の納付は、申し込んだ月分からとなります。 
•納期限（翌月末日）を経過した場合でも納期限から２年間は付加保険料を納めることができます。
•国民年金基金に加入している方は、付加保険料を納めることはできません。
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お
知
ら
せ

一般社団法人 あきた結婚支援センター
［フリーダイヤル］ ０８００－８００－０４１３
http://www.sukoyaka-akita.com

あきた結婚支援センターのご案内一般社団法人

　入会できる方は、秋田県にお住まいかお勤めの方、または
県外にお住まいでも将来秋田県に移住予定の方で、結婚を
誠実に希望し自ら努力される20歳以上の独身の方です。
　小坂町民の方が「あきた結婚支援センター」へ入会する
場合、登録料１万円は町が負担します。

　町では、町内に住む独身の若者が自分にあった相手を見
つけることができるイベント・交流会等を企画・実施する団
体や企業等に対して、事業開催の経費の一部を補助します。

申込み・お問い合わせ先　企画財政班（℡29－３９０７）

詳しくは
こちら

対 象 者 町内に住所を有する団体又は企業など

対象要件 会場使用料、バス借上料、講師・司会者謝礼、消耗品など

補 助 額 事業開催の経費の80％以内で、１事業につき上限10万円

対象要件

•20歳以上の未婚の男女が出会うイベント・交流会
　等を企画し実施すること
•会場は町内の施設を活用すること
•営利を目的としないこと

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
国
の
行
政
機
関
等
に

対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け

付
け
そ
の
解
決
を
図
る
「
行
政
と
住

民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
委
員　

亀
田
誠
一［
上

川
原
］︵
℡   

29
︱
５
８
２
８
︶

◆
今
月
の
定
例
相
談
日

　

10
月
18
日︵
火
︶10
時
～
正
午

◆
場
所　

七
滝
公
民
館

◆
日
時　

10
月
24
日︵
月
︶

◆
会
場　

大
館
市
立
中
央
公
民
館

◆
受
付　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
実
施
内
容　

身
体
障
害
者
手
帳
の

診
断
、
補
装
具
の
医
学
的
判
定
及
び

医
療
相
談

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

︵
℡  
０
１
８
︱
８
３
１
︱
２
３
０
１
︶

　

小
坂
マ
リ
ア
園
の
日
常
の
保
育
を

小
坂
町
民
の
皆
さ
ん
に
公
開
し
ま

す
。
都
合
の
良
い
時
間
に
子
ど
も
達

が
遊
ん
で
い
る
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期
日　

10
月
19
日︵
水
︶

◆
公
開
時
間　

９
時
～
11
時
00
分

◆
対
象　

小
坂
町
に
お
住
ま
い
の
方

◆
内
容　

０
歳
～
５
歳
児
の
保
育
の

様
子
を
自
由
に
参
観

※
当
日
は
入
所
し
て
い
な
い
お
子
さ

ん
は
、
園
内
で
遊
ぶ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
◆
日
時　

10
月
24
日︵
月
︶

　

10
時
～
15
時

◆
会
場　

鹿
角
簡
易
裁
判
所

◆
内
容　

民
事
・
家
事
関
係

◆
相
談
料　

無
料

◆
お
問
い
合
せ
先

鹿
角
調
停
協
会︵
鹿
角
簡
易
裁
判
所

内　

℡   

23
︱
２
２
６
２
︶

　

今
年
も
年
末
調
整
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。大
館
税
務
署
で
は
、

官
公
庁
・
法
人
及
び
個
人︵
白
色
事

業
者
︶の
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対
象

に
、
次
の
と
お
り
年
末
調
整
関
係
事

務
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
16
日︵
水
︶

▽
１
回
目　

受
付　
　

９
時
30
分

　
　
　
　
　

説
明
会　

10
時
～
12
時

▽
２
回
目　

受
付　
　

13
時
30
分

　
　
　
　
　

説
明
会　

14
時
～
16
時

◆
場
所　

大
館
市
民
文
化
会
館　

中

ホ
ー
ル

◆
持
参
書
類　

年
末
調
整
関
係
書
類

︵
対
象
者
の
方
に
は
、
10
月
24
日
以

降
順
次
発
送
す
る
予
定
で
す
︶

※
個
人
青
色
事
業
者
へ
の
決
算
説
明

会︵
年
末
調
整
関
係
事
務
の
説
明

を
含
む
︶は
、別
途
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

大
館
税
務
署
法
人
課
税
務
部
門

︵
℡  
０
１
８
６
︱
42
︱
０
６
７
１
︶

　

十
和
田
湖
の
水
環
境
に
つ
い
て
学

び
、
環
境
保
全
の
意
識
を
高
め
る
た

め
、「
十
和
田
湖
環
境
保
全
会
議
」を

開
催
し
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
基
調
講
演
と
し
て
、

小
坂
町
教
育
委
員
会
事
務
局
長
亀
沢

修
氏
が
十
和
田
湖
の
歴
史
に
つ
い
て

語
り
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
・
青
森
両

県
か
ら
、
十
和
田
湖
に
関
す
る
県
事

業
や
調
査
に
つ
い
て
話
題
提
供
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
会
議
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
18
日︵
金
︶

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

◆
場
所　

小
坂
町
交
流
セ
ン
タ
ー
セ

パ
ー
ム
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
申
込
み　

不
要

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
生
活
環
境
部
環
境
管
理
課

︵
℡  
０
１
８
︱
８
６
０
︱
１
６
０
３
︶

御神酒　６件

小坂町防犯協会十和田湖支部25周年・
秋田県十和田湖交通防犯隊45周年・
宮副支部長東北管区防犯功労者表彰受賞、
記念祝賀会 5,000円

小坂七夕実行委員会並びに山車責任者
合同会議懇親会 3,000円

₉月分 町長交際費をお知らせします
【計２件　8,000円】

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

︵
肢
体
︶の
お
知
ら
せ

十
和
田
湖
環
境
保
全
会

議
を
開
催
し
ま
す

小
坂
マ
リ
ア
園
の
保
育
を

公
開
し
ま
す

無
料
調
停
相
談
会

年
末
調
整
説
明
会
を
開

催
し
ま
す

情
報

㆒0
月
㆒柒
日︵
月
︶～
23
日︵
日
︶

は
行
政
相
談
週
間
で
す
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お
知
ら
せ

　
「
時
間
額
７
１
６
円
」10
月
６
日
か

ら
最
低
賃
金
が
変
わ
り
ま
す
。

　

秋
田
県
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
ア

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
県
内
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
労
使
合
意
の

上
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
最
低
賃
金
額

以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
い
こ
と
は
、

最
低
賃
金
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
労
働
局
賃
金
室

︵
℡  
０
１
８
︱
８
６
３
︱
４
２
６
６
︶

◆
日
時　

11
月
26
日︵
土
︶

▽
受
付　

９
時
～
９
時
30
分

▽
試
験︵
一
般
常
識
・
作
文
・
面
接
︶

　

10
時
～

◆
場
所　

小
坂
町
福
祉
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
「
ゆ
ー
と
り
あ
」

◆
採
用
人
数　

若
干
名

◆
職
種　

通
所
介
護
事
業
所
職
員

◆
受
験
資
格

▽
社
会
福
祉
事
業
に
理
解
が
あ
り
、

小
坂
町
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
推
進

と
在
宅
福
祉
並
び
に
介
護
保
険
事
業

の
充
実
に
誠
心
誠
意
取
り
組
み
、＂
安

心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
＂の
実
現

に
意
欲
と
情
熱
の
あ
る
方
。

▽
18
歳
以
上
45
歳
未
満
で
普
通
自
動

車
の
運
転
免
許
を
所
有
し
て
い
る
方
。

◆
受
付
期
間　

10
月
10
日︵
月
︶～

11
月
11
日︵
金
︶

※
郵
送
の
場
合
は
、11
日
消
印
有
効
。

◆
申
込
書
類　

①
願
書　

②
履
歴
書

③
卒
業
証
明
書
並
び
に
卒
業
見
込
証

明
書　

④
資
格
証
明
書

※
①
、
②
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人
小
坂
町
社
会
福
祉
協

議
会︵
℡   
29
︱
３
２
２
１
︶

◆
日
時　

11
月
13
日︵
日
︶午
前
９
時

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
参
加
資
格　

原
則
と
し
て
小
坂
町

民
又
は
町
内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い

る
方
。
高
校
生
以
下
は
参
加
不
可
。

◆
参
加
料　

１
チ
ー
ム
５
，０
０
０
円

◆
審
判　

帯
同
審
判
制

※
審
判
を
帯
同
で
き
な
い
チ
ー
ム
は

２
，０
０
０
円
の
斡
旋
料
を
納
入
。

◆
申
込
期
限　

11
月
７
日︵
月
︶

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
坂
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

︵
セ
パ
ー
ム
内　

℡   

29
︱
２
０
６
９
︶

◆
日
時　

11
月
20
日︵
日
︶

　

午
前
９
時
30
分
～

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
参
加
資
格　

原
則
と
し
て
小
坂
町

民
ま
た
は
町
内
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
る
方

◆
参
加
料　

　

男
子
５
千
円
／
レ
デ
ィ
ス
４
千
円

◆
申
込
期
限　

11
月
10
日︵
木
︶

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
坂
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

︵
セ
パ
ー
ム
内　

℡   

29
︱
２
０
６
９
︶

◆
期
間　

11
月
８
日︵
火
︶～
11
月
11

日︵
金
︶

◆
会
場　

鹿
角
市
交
流
セ
ン
タ
ー

︵
鹿
角
市
花
輪
字
荒
田
１―

１
︶

　

60
歳
以
上
の
方
で
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
を
希
望
す
る
方

は
受
講
料
無
料
で
す
。

◆
応
募
期
間　

10
月
19
日︵
水
︶ま
で

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
角
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

︵
℡   

23
︱
６
６
４
４
︶

︵
９
月
受
付
分
・
敬
称
略
︶

　　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流
小坂製錬清澄池出口

試料名
処理水
河川水
河川水
処理水

ヨウ素
不検出

セシウム134
不検出

不検出（※９／７採水）

セシウム137
３.８

採　　取　　日
測　定　期　間

平成28年９月14日
９月15日から９月23日

（単位：ベクレル／リットル）

検出下限値未満の
ため不検出

○
人
権
困
り
ご
と
無
料
相
談

　
（
誤
）　

日
時　

10
時
～
1₅
時

　
（
正
）　

日
時　

10
時
30
分
～
1₅
時

○
ブ
ッ
ク
ス
カ
フ
ェ
秋
の
朗
読
会

　
（
誤
）　

参
加
料　

無
料

　
（
正
）　

参
加
費　

１
，０
０
０
円

読
者
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
こ
さ
か
９
月
号︵
９
月
９
日

発
行
︶₁₃
ペ
ー
ジ
の
記
事
に
２
点

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
小
坂
町
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

＊ 

お
・
め
・
で
・
た 

＊

︿
尾
樽
部
﹀

　

本
田　

陽は

琉る
︵
父
・
祥　

母
・
真
弓
︶

︿
若
葉
町
﹀

　

中
村　

璃り

煌き
︵
父
・
勝
也　

母
・
有
華
︶

＊ 

お
・
く
・
や
・
み 

＊

︿
川
通
り
﹀　　
　
　

小
田
桐
和
久

︿
野
口
﹀　　
　
　
　

秋
本　

明
彦

︿
新
町
﹀　　
　
　
　

三
澤　

久
男

︿
け
や
き
宿
舎
﹀　　

西
原　

誠
二

︿
さ
く
ら
ん
ぼ
団
地
﹀　

澤
口　

リ
セ

︿
藤
倉
団
地
﹀　　
　

木
村　
　

隆

※﹃
慶
弔
だ
よ
り
﹄へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ

な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
窓
口
へ
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

募
集

も
う
チ
ェ
ッ
ク
し
た
？

秋
田
県
最
低
賃
金

全
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

︽
検
査
日　

９
月
21
日
︾

　

小
坂
小
学
校︵
も
や
し
︶

　

小
坂
中
学
校︵
小
松
菜
︶

◆
検
査
結
果
↓
測
定
下
限
値
未
満

◆
測
定
下
限
値
は
10 

Bq
／
㎏
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
班

︵
℡   

29
︱
２
３
４
２
︶

学
校
・
保
育
所
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
質
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す

全
町
男
子・レ
デ
ィ
ス
カ
ッ

プ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

高
齢
者
清
掃
補
助
員
講

習
会
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

注：在宅当番医は、平日は午後５時から
８時まで、日曜祝日は午前９時から
午後８時までです。

町の人口・世帯数
10月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,394人

2,521人

2,873人

2,456世帯

（－13人）

（－ 7人）

（－ 6人）

（－ 9世帯）

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医

小坂中学校坂中祭 市日健康相談（だんらん）
【可燃ごみ】

小坂小学校振替休業日
小坂中学校振替休業日（～18日）
（郷土館・図書館休館日）

劇団夢の旅初日（康楽館～27日）

行政相談日（七滝公民館）
【可燃ごみ】

《文化の日》
鹿角音楽祭（コモッセ）

小坂中学校振替休業日
男女共同参画社会づくり基礎講座（セパーム）
【可燃ごみ】

〈土用〉
マリア園ゆーとりあにこにこ訪問

小坂高校坂高祭（～６日）
【古紙類】

小坂高校創立100周年記念式典（セパーム）
（康楽館休演日）
【可燃ごみ】

小坂町消防団火災想定訓練
秋の火災予防訓練（～12日）

康楽館歌舞伎大芝居（～23日）
第９回パークゴルフ町長杯
【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】

〈立秋〉
（郷土館・図書館休館日）

〈霜降〉 心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

自立相談支援事業巡回日（ゆーとりあ）
（郷土館・図書館休館日）
（康楽館休演日）

小坂小・中学校ゆとりの日
【びん・缶等資源類】

心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

七滝保育所開放日

【可燃ごみ】

七滝保育所開放日
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】

【可燃ごみ】

（郷土館・図書館休館日）
康楽館休演日（～１日）

劇団岬一家千穐楽（康楽館）

全町バスケットボール大会（セパーム）

マリア園ありがとう訪問週間（～18日）
メディカル・サイエンスカフェ（天使館）
（郷土館・図書館休館日）
〈七五三〉
行政相談日（七滝公民館）
【可燃ごみ】

　　

　　

　 　

小坂小・中学校ゆとりの日
【びん・缶等資源類】

長 橋 医 院
☎23-7612

いけがみクリニック
☎30-0111

福 永 医 院
☎35-3117

長 橋 医 院
☎23-7612
笹村整形外科
☎30-0035
三ヶ田医院
☎31-1231
小坂町診療所
☎29-5500
大 里 医 院
☎22-1251
村 木 医 院
☎22-2055
福 永 医 院
☎35-3117

大 里 医 院
☎22-1251
福 永 医 院
☎35-3117
大湯リハビリ病院
☎37-3511
村 木 医 院
☎22-2055

鹿角中央病院
☎23-4131
笹村整形外科
☎30-0035

なかのクリニック
☎22-7335

大湯リハビリ病院
☎37-3511

小坂町診療所
☎29-5500

本 田 医 院
☎35-3002

笹村整形外科
☎30-0035
大 里 医 院
☎22-1251
本 田 医 院
☎35-3002
大湯リハビリ病院
☎37-3511
村 木 医 院
☎22-2055

長 橋 医 院
☎23-7612
笹村整形外科
☎30-0035

かづの厚生病院
☎23-2111

かづの厚生病院
☎23-2111
大 里 医 院
☎22-1251
小坂町診療所
☎29-5500



18

こ
の
冊
子
は
環
境
に
配
慮
し
、
再
生
紙
お
よ
び
植
物
油
、

大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

▲〝あけぼの号〟特別運行
　現役と見間違えるほど

▲

車
掌
業
務
も
本
格
的
に

　
〝
キ
ッ
プ
を
拝
見
〞

ご家庭のお困り毎のお手伝い

小坂町荒谷字上ノ平27‒10 ℡２２－６１５１

日本ハウスクリーニング協会認定

住まいのリフォーム・修理なら　全館まるごと
　　　　　　　　　　　　　　　お任せください。ライファかづの
（大館桂工業株式会社 １級建築士事務所）

Tel.0186-25-2055
小坂出張所  Tel.0186-29-3421

　かつて青森・上野間を走った寝台列車が、小坂鉄道レールパークに導
入され、昨年秋、簡易宿泊施設「ブルートレインあけぼの」として〝運
行〟開始。今年４月からは、Ａ個室寝台の運用も開始され、人気も上々
です。それも、列車ホテルでは全国唯一の動態保存!
　小坂鉄道保存会では、不定期ではありますが、車掌として乗務し〝車内
放送〟などで活躍しています。「おやすみ放送」、「おはよう放送」が、宿泊
客には〝たまらない魅力〟とか。（ときには青函連絡船旅客名簿配布も…）
　６月には、アカシアまつりに協賛し、お客様を乗せ往復５㎞を特別運
行。会員も駅員・車掌・踏切保安員として全面協力し、往年の寝台列車
が復活しました。
　小坂鉄道保存会は、これからも〝魅せ鉄〟で頑張ります。もちろん、
ディーゼル機関車運転体験も!

お問い合わせ先 小坂鉄道保存会総務局長　亀沢　修　℡29－２０６９（セパーム）

広報こさか〔No.1085〕2016（平成28）年 10 月号（毎月10日発行）
■編集・発行／小坂町役場総務課（〒017－0292  秋田県鹿角郡小坂町小坂字上谷地41番地1　�℡  0186-29-3901　�FAX  0186-29-5481）
■町のホームページ　http://www.town.kosaka.akita.jp　■Ｅメール　koho@town.kosaka.akita.jp


